
「知ろう！触れよう！佐渡金銀山」イ

ベントを開催しました

「金を中心とする佐渡鉱山の遺産群」の世

界文化遺産登録の早期実現に向けたＰＲのた

め、10月13日（日）にイオンモール新潟南に

おいて、「知ろう！触れよう！佐渡金銀山」を

開催しました。

当日は、台風19号の影響のため予定してい

たステージイベントと砂金採りなどの体験イ

ベントは取りやめとなりましたが、買い物の

合間に多くの方からご来場いただき、佐渡金

銀山について知っていただくよい機会となり

ました。

【今回の展示等の内容】

●Ｓａｄｏ ＶＲ（佐渡金銀山遺跡の360

度撮影の映像を楽しむことができます）

●天野尚 写真展

●県内小学生が佐渡についてまとめた壁

新聞の展示

【VR体験の様子】

～世界遺産登録を求める署名を募集中です！～

★公式HPから署名可能

高体連主催及び高文連主催の各種全国

大会で上位入賞を果たした生徒が、花

角知事に入賞報告を行いました

鹿児島県を中心に南部九州４県で行われた

令和元年度全国高等学校総合体育大会及び東

京都で開催された全国高等学校定時制通信制

体育大会で上位入賞を果たした生徒、ならび

に佐賀県で開催された第43回全国高等学校総

合文化祭において優秀な成績を収めた生徒が、

10月21日(月)に県庁で花角知事に入賞報告を

行いました。

総合体育大会では少林寺拳法や陸上競技、

バスケットボールなど６競技、総合文化祭で

は弁論、囲碁及び写真の３部門で上位入賞を

果たしています。

花角知事からは、入賞者たちに向け、「県の

代表として、厳しい状況を乗り越え入賞した

ことは素晴らしく、名誉なことであり、今後、

より大きな舞台で活躍されることを期待して

います。」と、ねぎらいの言葉がかけられまし

た。

【入賞報告の様子】
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11 月号

教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。

＜今月号の記事＞ 対象校種
１：教育ニュースライン Ｐ１ 全種
２：令和元年度末・２年度初人事異動について（義務教育課） Ｐ２～３小中
３：令和元年度末・２年度初人事異動について（高等学校教育課） Ｐ４～５高校
４：第１回科学の甲子園ジュニア新潟県大会の報告 Ｐ６ 中
５：インフォメーション Ｐ７～８全種
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自宅のある地域への配置を基本とし、また、

教員確保困難地域への適切な人事配置を目指

した人事異動方針への見直しを行ってから、

令和２年度初で４年目を迎えます。県教育委

員会では、これまでの成果と課題を踏まえ、「教

員確保困難地域への教員配置をより充実させ

ること」、「公平感のある人事異動を実施する

こと」を念頭に、令和元年度末・２年度初の

人事異動方針を策定しました。地域、学校間

で課題解決の取組に不均衡が生じないよう、

全県的な視野に立って、各々の課題に応じた

適材適所の配置に努めます。

１ Ｃ地域勤務では、自宅からの通勤が困

難な地域への異動もあります。

２ ㊥登録について、より一層の周知を図

り、積極的な募集・配置に努めます。

３ 異動基準の「自宅」を精査し、適切に

運用します。

１ 市町村立義務教育諸学校教職員の転配置

平成31年度初と同様に、Ａ地域は「自宅か

ら25km未満」です。また、Ａ地域以外のひら

場をＣ地域、へき地をＤ地域とします。これ

は、25㎞を少し超える通勤距離のみを意味す

るものではありません。自宅からの通勤が困

難な地域への異動もあります。

なお、年齢区分に応じた勤務地経験は以下

のとおりです。

地域の特色を生かし、
地域とともに歩む学校づくりに向けて

義務教育課

表１ 教諭・養護教諭・栄養教諭・学校栄養職員・事務職員

年齢区分 勤 務 地

採用後６年間 Ｃ地域又はＤ地域１回以

(原則として 上とする。

２か校目まで)

３か校目以後 45歳までにＣ地域又はＤ

地域１回

表２「特別支援学校教諭採用枠」採用者

年齢区分 勤 務 地

採用後６年間 ①原則として、１校目は

(原則として 特別支援学校に配置し、

２か校目まで) ２校目は小・中学校の特

別支援学級に配置する。

②Ｃ地域又はＤ地域１回

（①②を共に経験）

３か校目以後 ①Ｃ地域又はＤ地域１回

②小・中学校の特別支援

学級、通級指導教室等へ

１回（45歳までに①②を

共に経験）

※表中の「１回」とは３年以上の勤務をいいます。

２ 計画的な転配置

教員は、原則として同一校に３年以上勤務

するものとし、それ以後、県教育委員会が、

異動が適当と認める者については、「異動基準」

により計画的に転配置します。

同一校に３年又は４年勤務した者は、異動

希望の有無等を勘案して転配置します。また、

５年勤務した者は、原則として転配置します。

６年目に学校の事情によって残留する場合は、

申請書の提出を求めます。

３ 県立特別支援学校教員の転配置

異動基準は、市町村立義務教育諸学校教職

員に準じます。

４ 県立特別支援学校寄宿舎指導員及び実習

助手の転配置

県内を上越・中越・下越（新潟市を含む）

(2) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第838号 令和元年11月１日

令和元年度末・２年度初

人 事 異 動 に つ い て
義務教育課・高等学校教育課



に分け、地区内での異動を原則とします。ま

た、採用も地区単位での採用となります。

５ 障害者手帳の交付を受けている教職員の

転配置

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保

健福祉手帳の交付を受けている教職員は、原

則、すべてＡ地域勤務とします。

専門性、性別、年齢、勤務年数、所有する

教員免許状の種類等に配慮して、地域、学校

間に不均衡が生じないような配置に努めます。

(1) 「自宅」の精査

採用後６年間の勤務後にＣ地域又はＤ地域

勤務が複数回ある場合は、自宅の精査により、

勤務地区分を見直す場合があります。

(2) 新採用者の計画的な転配置

採用後６年間の勤務校は、原則として１か

校３年間の勤務を２か校行い、Ｃ地域又はＤ

地域１回以上とします。

(3) 全県的視野に立った人事交流の促進

原則として、採用後６年間勤務後は、Ａ地

域での勤務を基本とします。ただし、45歳ま

でにＣ地域又はＤ地域に１回、転配置します。

(4) 教員確保困難地域での中堅教員の確保

教員確保困難地域における中堅教員の転配

置に努めます（㊥登録）。異動希望地区は、上

越、中越、下越（佐渡を除く）、佐渡の４地区

（希望は２地区まで）です。平成28年４月１

日以降の㊥登録者のうち、42歳以上の者は、

教頭選考検査の一次検査を免除します。㊥登

録の希望者は、所属長に申し出てください。

(5) 校種間の人事交流の促進

小学校・中学校・特別支援学校間の人事交

流を図ります。県立特別支援学校教職員では、

障害種の異なる学校間の人事交流を図ります。

① 免許状所有者の積極的な配置

現在の勤務校種と異校種の当該免許状を所

有している者を、一般異動として異校種に積

極的に転配置し、小・中・特別支援学校間の

人事交流を一層推進します。

② 小・中学校と特別支援学校間の交流

小・中学校と特別支援学校間で、３年間を

原則として、異校種に勤務する経験をするこ

とにより、特別支援教育のリーダー育成に資

することを目指します（○交登録）。

(6) 通級指導教室担当者の育成

専門性が要求される言語通級指導教室等の

担当者を育成するため、平成30年度初より、

新たに育成したい教員をベテランの言語通級

指導教室担当者の在籍する学校に配置し、OJT

方式で育成を図ってきました（○通登録）。令和

２年度から、難聴通級指導教室も○通登録に加

え、言語障害・難聴通級指導教室担当者の育

成を進めます。

(7) 公募制による教職員人事

市町村教育委員会及び県立特別支援学校、

県立中等教育学校(前期課程）、県立中学校（以

下「県立学校」という）は、特色ある教育活

動等を推進するため、教職員を公募すること

ができます。これに応募した者の中から、該

当の市町村教育委員会及び県立学校が選考し

た適任者を県教育委員会が配置します。

(8) 再任用（雇用と年金の接続）

平成31年度初から、再任用短時間勤務の割

振りパターンは下記のとおりです。

① １日７時間45分×３日間【週３日勤務】

② １日５時間49分×４日間【週４日勤務】

③ １日４時間39分×５日間【週５日勤務】

勤務時間帯は、各学校が定める勤務時間の

範囲内に割り振るものとします。

(9) 県と新潟市との人事異動

権限移譲後についても当分の間、継続実施

します。平成27年度に導入した「新潟市への

人事異動登録票」の登録者については、計画

的に新潟市への異動を進めます。

県内どの地域においても、その地域の特色

を生かした活力のある学校づくりが進められ

るよう、今年度の異動方針・異動基準の下、

公正かつ厳正な人事異動を実施していきます。
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県民の信頼に応える公教育を行うためには、

魅力ある学校づくりを推進し、教育活動の一

層の充実を図る必要があります。

そこで、学校の運営体制をより充実すると

ともに、教職員一人一人の成長を図るため、

高等学校教育課では、以下の人事異動方針・

基準に沿って、計画的かつ適切な教職員配置

を進めていきます。

１ 優秀な新人を採用・登用し、清新の気

風を導入します。

２ 教職員の適材適所の人事配置に向け、

全県的視野からの人事異動を促進しま

す。

今年度の人事異動方針に大きな変更はあり

ません。以下に異動基準及び人事異動の方法

等を示します。

異動基準を、次の４点について具体的に定

め、人事異動を促進します。

１ 年齢、勤務年数、所有免許状、能力・

適性等からみて、適材適所の配置に努め

ます。

２ 異なる地域、課程及び学科間の異動を

促進します。

３ 新採用教員については、人材育成の観

点から、学校規模、職員構成等を勘案し

た計画的な配置を行います。

４ 高等学校と特別支援学校との人事交流

については、所有免許状、適性等を考慮

して行います。

「特色ある学校づくり」を
進めるために

高等学校教育課

本県高等学校の所在地と学校の課程・学科

の分布をもとに、地域と学校群を次のように

区分し、人事異動の方法を下のように定めて

います。

○ 全県を７地域に、また、全県の学校を

Ａ、Ｂの２群に区分しています。

○ Ａ群は主に、定時制、通信制、分校、

中高一貫教育校、特別支援学校、地域的

特性のある学校とし、Ｂ群はそれ以外の

学校としています。

＜人事異動の方法＞

(1) 全県を７地域に区分し、３地域以上を

経験する。

(2) 全県の学校をＡ、Ｂの２群に区分し、

Ａ、Ｂ群をそれぞれ１回以上経験する。

(3) 新採用後６年間については次のように

勤務する。

ア 新採用後１校目は２年間の勤務と

し、その後２校目に異動する。

イ 新採用後２校目は４年間の勤務と

し、その後３校目に異動する。

ウ 他県の教職経験者等は、上記ア

の１校目を経験したものとみな

し、１校目は４年間の勤務とし、

その後２校目に異動する。

(4) 新採用後３校目以降の者※について

は、同一校同一課程（以下「現任校」と

いう。）に原則として３年以上勤務した

者を異動の対象とする。

※平成16年度以前の採用者については２校

目以降の者に適用する。

(5) 現任校に８年以上引き続き勤務する

者は、「特別の事情」の適用等がなけれ

ば確実に異動させる。

なお、同一市町村内で長期間勤務している

者は他の市町村にある学校に異動させるもの

としています。

異動方法の特例は定めません。ただし、専
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門教科・科目等を担当する教諭、実習助手及

び養護教諭については、配置できる学校数や

１校あたりに配置できる人数等を考慮して、

異動させるものとします。

１ 人事異動調査票について

各教職員が異動に関して、次年度へ向けた

決意や目標、自分の考え等を具体的に記載で

きるようにしてあります。この記載内容は、

適材適所の人事配置を行うための重要な資料

として活用します。

２ 地域と学校群について

教職員一人一人の力量を高めるためには、

異なる地域や異なる課程・学科等を幅広く経

験することが必要です。また、本県の教育水

準の維持・向上と教育の機会均等を確保する

ためには、広域的人事交流によって、教職員

の適正配置を図る必要があります。このこと

から、人事異動の方法に則り、積極的に人事

異動を進めます。

なお、新採用からなるべく早い段階で、３

地域以上の経験、並びにＡ群及びＢ群の経験

ができるよう人事異動を進めます。

３ 過員について

少子化に伴う学級減の傾向から、本年度末

も、多くの教職員が過員対象となる見込みで

す。募集学級数の減少など、各校の状況を踏

まえて、過員人数・過員教科を決定します。

定数上または教科上の過員は必ず異動させ

ます。

４ 本年度の人事異動の重点

(1) 平成17年度以降の採用者で＜人事異動の

方法＞の(3)に該当する者は異動させます。

(2) 平成16年度以前の採用者で新採用以来現

任校勤務の者は異動させます。

(3) 実習助手については、新採用以来現任校

８年以上の者は異動させます。

(4) ＜人事異動の方法＞の(5)に該当する者は

異動させます。

本格的な高齢化社会の到来に対応し、退職

者が培った知識や経験を有効に活用するため、

平成25年度末の定年退職者から、新たな制度

を設け再任用を実施しています。

今年度勤務する再任用教員のうち希望する

者については、原則として任期を更新するこ

ととなることから、再任用教員が大幅に増加

し、複数の再任用教員を配置する学校も増え

る見込みです。

再任用教職員については、一般教職員の異

動状況を勘案しながら、適正な配置を進めて

いきます。

令和２年度から、高等学校等の教員を新潟

市立高等学校等へ派遣します。県・市双方の

組織の活性化と人材の育成を図り、本県高等

学校教育の発展に資することを目的としてい

ます。

派遣期間は原則３年間とし、各高等学校等

から希望者を募ることとしています。人数は

若干名を予定しています。

「新潟県立高等学校教職員人事異動方針及

び基準」に基づき、適材適所の配置となるよ

う、厳正・公正かつ積極的な人事異動を行い

ますので、人事異動に関する一層のご理解を

お願いします。

第838号 令和元年11月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進しています (5)



科学の甲子園ジュニアとは、理科、数学な

どの分野の競技に協働して取り組むことをと

おして、全国の中学生が科学の楽しさ、面白

さを知り、科学好きの輪を広げ、未知の分野

に挑戦する探究心や創造性を育成することを

目的としています。

１ 第１回新潟県大会について

今年は、昨年に比べ、学校数で19校増、チ

ーム数で30チーム増の「30校、56チーム（１

チーム３名）」が筆記競技に挑戦しました。

昨年までは筆記競技のみの県代表選考でし

たが、今年は、各校で行う筆記競技を「１次

予選」とし、１次予選を通過した14チームが、

第１回新潟県大会で実技競技に挑戦しました。

日 時：９月21日（土）12:30～16:15

場 所：新潟県立自然科学館

出場校：エントリー順、( )はチーム数

・魚沼市立湯之谷中学校(1)

・新潟大学教育学部附属長岡中学校(4)

・上越教育大学附属中学校(1)

・新潟市立白新中学校(2)

・新発田市立豊浦中学校(1)

・魚沼市立堀之内中学校(1)

・長岡市立秋葉中学校(1)

・新潟市立中野小屋中学校 (1)

・上越市立八千浦中学校(1)

・長岡市立堤岡中学校(1)

２ 実技競技の様子について

今年の実技競技は、「回転の科学」をテー

マにして、競いました。

各チームの実験テーブルには、筒状の容器

や、固体や液体のおもり等が用意されました。

競技の前半60分は、各チームが筒状の容器

に入れるおもりの種類や量を工夫して、早く

斜面を転がり落ちる回転筒①と、ゆっくり斜

面を転がり落ちる回転筒②を製作しました。

製作では、実際に斜面で試しながら、２種類

の回転筒の転がり落ちる時間の差が大きくな

るように、おもりの配合を考えました。

競技の後半30分は、競技用の斜面を使って、

各チームが製作した２種類の回転筒①、②で

試技を行いました。回転筒①は、ほとんど互

角の勝負でしたが、回転筒②では、斜面の途

中で止まりそうになりながら再び動き出すな

ど、各チームの工夫が輝く勝負となりました。

【実技競技 斜面で回転筒を転がす】

競技の結果、県大会での実技競技の得点と、

１次予選での筆記競技の得点の合計で、新潟

県大会の入賞チームが決まりました。

優 勝 新潟市立中野小屋中学校

「科学の子」チーム

準優勝 新潟市立白新中学校

「チームＮＳＧ」

第３位 新潟大学教育学部附属長岡中学校

「附属長岡中科学部Ｃチーム」

全国大会は今年で７回目になり、12月６日

（金）～８日（日）の３日間、茨城県つくば

市で開催されます。新潟県大会の優勝・準優

勝の２チーム６名が、全国大会に出場します。

(6) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第838号 令和元年11月１日

第1回科学の甲子園ジュニア新潟県大会の報告
（兼 第7回科学の甲子園ジュニア全国大会新潟県代表選考）

義務教育課
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●県立近代美術館（長岡市）

企画展 「ＰＩＸＡＲ(ピクサー)のひみつ展
いのちを生みだすサイエンス」

子供から大人まで絶大な
人気を誇るＰＩＸＡＲアニ
メーション。
『トイ・ストーリー』『モ
ンスターズ・インク』など
の人気キャラクターを使っ
て、アニメーションの８つ
の制作過程を実際に体験し
ながらＰＩＸＡＲアニメー
ションの科学に迫ります。
写真スポットも充実して

いる展覧会です。

「PIXARのひみつ展」はボストンサイエンスミュージアムがPIXARとの協力により開発したものです。

© Disney/Pixar All Rights Reserved Used Under Authorization.

〇会 場 県立近代美術館 企画展示室
〇会 期 開催中～11月24日（日）
〇休館日 月曜日（祝日の11/4（月）は開館、その

翌日休館）
〇開館時間 午前９時～午後５時

（観覧券の販売は午後４時30分まで）
〇観覧料 一般1,500円（1,300円）

高校・大学生1,300円（1,100円）
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が
免除になります。受付で御提示ください。

※企画展開催中は、企画展観覧券でコレクション
展も御覧いただけます。

美術鑑賞講座「大光コレクションの岸田劉生」

当館の収蔵の軸となる、地
元収集家による「大光コレク
ション」に改めて注目し、当
館の名品の魅力を紹介いたし
ます。

岸田劉生《冬枯れの道路(原宿附近写生)》1916年

〇会 場 当館 講堂
〇会 期 11月30日（土）
〇講 師 松本奈穂子（当館 美術学芸員）
※ 参加無料・申込不要

※詳細は当館ホームページでご確認ください。

県立近代美術館
住所 長岡市千秋３丁目278-14
TEL 0258-28-4111
URL https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/

●県立万代島美術館（新潟市）
企画展「乙女のデザイン 大正イマジュ
リィの世界」
大衆文化が盛んになり、印刷技
術が進歩した明治末から大正、
昭和初期。美しい装幀の書物が
人々の暮らしを彩り、街には華
やかな広告が溢れました。この
時代の書籍、挿絵、ポスター、
絵はがき等の印刷物や版画を「大
正イマジュリィ」と総称し、そ
の魅力をご紹介します。藤島武
二、橋口五葉、富本憲吉、岸田
劉生ら日本近代美術史になくて
はならない作家や、竹久夢二、高畠華宵、蕗谷虹児
といった抒情画家とよばれる作家。熱心な愛好家を
持つ小林かいち。多くの作家達の残した印刷物や、
作家名の残らない広告類まで。今見ても心ときめく、
百花繚乱の図像をお楽しみください。

図版：蕗谷虹児《巴里の燭火》便箋表紙(部分)
大正末～昭和初期 個人蔵

○会 期 開催中～11月24日(日)
○休 館 日 11月11日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般1,100円(900円)

高校・大学生900円(700円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が免
除に なります。受付で御提示ください。

【関連イベント】
◆乙女のためのギャラリートーク
―キモノ・洋装で楽しくおしゃれに美術鑑賞―

○日 時 11月10日(日) 午後２時～
○会 場 万代島美術館展示室
○講 師 担当学芸員
○その他 申込不要／当日の観覧券が必要

11月25日(月)から12月13日(金)までは展示替えの
ため休館します。

【次回予告】
企画展「タータン展 伝統と革新のデザイン」
12月14日(土)～令和２年３月１日(日)
※前売券（一般のみ900円）を12月13日(金)まで
販売しています。

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/
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●文化行政課
第３回新潟県考古学講演会「縄文時代

のはじまり」

氷期から温暖期へと移行する縄文時代開始期。人々
の生活がどのように変化したのかを専門家が詳しく読
み解きます。

【黒姫洞窟の発掘調査風景】

〇期 日 11月24日(日)
〇時 間 午前10時30分～午後３時40分
〇会 場 新潟大学駅南キャンパス「ときめいと」

（新潟市中央区笹口1-1プラーカ1・2階）
〇定 員 100名
〇申 込 不要（定員になり次第締め切り）
〇参加費 無料
〇内 容 卜部 厚志氏（新潟大学災害復興科学研究

所）「縄文時代草創期の信濃川上流域-環境
・災害-」ほか

新潟県教育庁文化行政課埋蔵・文化財係
住所 新潟市中央区新光町４－１
TEL 025-280-5620
MAIL ngt500080@pref.niigata.lg.jp
URL https://www.pref.niigata.lg.jp/bunkagyosei/

※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Web
ページﾞアドレス）をクリックすると、直
接該当Web ページにジャンプしますので
御活用ください。

※県ホームページからバックナンバーも御覧
いただけます。「新潟県 教育月報」で検索
してください。

発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570

新潟市中央区新光町４番地１
電 話 025-280-5587 ＦＡＸ 025-285-3766
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp
Web版URL http://www.pref.niigata.lg.jp/kyoikusomu/
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